






















不慮の事故が乳児期以降の小児の死因の第 1位にあることはすでに明らかとされているが

,死亡に至らなかった事故例の実態を把握することは決して容易ではない｡そこで救急車の

活動に注目し,救急車によって搬送された例のなかの小児,ことに事故の例を検討してみる

こととした。東海大学病院の所在地である神奈川県伊勢原市(現在人口約 69,000 人)の伊勢

原消防署救急隊の昭和 54 年 1年間の活動を対象とした。この間救急車によって搬送された

もの 1,311人のうち 0歳から 14 歳の小児は 334 人(25,5%)であった。その年齢群別,性別分

布は第1図に示したごとくである｡小児における男女比は214対121と圧倒的に男児が多く

(64.1%)これは全年齢でも同じ傾向であった。 


